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『しない前に』」International Workshop of The Korean Thesaurus Association
発表論文集 韓国 ２００３
「分類語彙表 増補改訂版」（共著）国立国語研究所７０６ ２００４０１０１
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〔学会等発表〕
「自然言語理解システム ELLEにおける動詞の意味表現について」情報処理学会
自然言語処理研究会 １９８５
「自然言語インターフェースにおける柔軟な入力文対応について」情報処理学会
１９８５
「Prologを用いた帰納的学習」情報処理学会 １９８６
「用例データベース作成のための単位と用例データベースの使い方」国立国語研
究所 １９９８
「言語資源共有機構（GSK）活動報告－欧州言語資源調査報告」日本電子工業振
興協会 ２０００
「新しい日本語辞書の試み――コーパス利用の可能性：「きる」「きれる」を例に
して」第１８回語彙・辞書研究会、語彙辞書研究会２０００
「若者は E―メールでどのように気をつかうか」第８回国立国語研究所「ことば」
フォーラム、国立国語研究所 ２００２
「量的な情報――コーパスから導き出されるもの」韓国日本語文学会第１５回学術
発表大会 Proceedings２００２
「コーパスから見た類義語」単語彙・辞書研究会（三省堂文化会館）２００３
〔発明特許〕
「自然言語解析装置及びその方法」（共同）１９８８
「機械翻訳方式」（共同）１９８９
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